
特集積算基準類の改定

1.　はじめに

下水道事業における標準歩掛は，各地方公共団
体に参考送付されている国土交通省土木工事積算
基準（以下，「土木工事積算基準」という）を基
本としている。合わせて，下水道事業特有の現場
環境や施工条件等で行われる工種については，国
土交通省 下水道部（以下，「下水道部」という）
が中心となり，下水道用設計標準歩掛表（以下，
「白本」という）により補足している。
白本は，第 1巻 管路，第 2巻 ポンプ場・処理
場，第 3巻 設計委託で構成され，老朽化施設の
増加や情報通信技術の活用による生産性向上とい
った社会環境の変化，施工技術の向上・省力化等
の現場における施工実態に対応するため，適宜改

定を行っている（写真－ 1）。
下水道事業の最も特徴的な工種として，管路掘
削が挙げられる。土木工事積算基準に掘削に関す
る標準歩掛は掲載されているが，家屋や地下埋設
物などと近接する道路上の施工では，使用機械，
作業効率等が異なることから，管路掘削の標準歩
掛を策定し，白本に掲載している。
本稿では，白本に掲載されている標準歩掛の新
規制定・改定までの流れとともに，令和 6年度の
主な改定内容を紹介する。

2.　下水道用設計標準歩掛表

⑴　標準歩掛の検討体制
地方公共団体における下水道事業の円滑な事業
運営の一助として，白本を作成・発刊している。
白本の作成・発刊に当たっては，地方公共団体
の要望・提案を反映するため，下水道事業積算施
工基準適正化会議（以下，「適正化会議」という）
などを活用している（図－ 1）。
適正化会議では，新工法等に対応した標準歩掛
の新規制定や，適用範囲の拡大に関する要望，積
算基準に関する考え方などについて，議論・意見
交換を行っている。近年では，耐震化，耐水化及
び改築更新に関する議題・要望が多くなっている。
地方公共団体からの要望・提案のほか，建設業
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写真－ 1　下水道用設計標準歩掛表
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における働き方改革や生産性向上に関する取組等
の社会環境の変化を踏まえ，標準歩掛の新規制
定・改定が必要と判断された場合には，下水道用
歩掛検討委員会（以下，「歩掛検討委員会」という）
に検討を指示している。
歩掛検討委員会には，専門の歩掛等検討小委員
会（以下，「小委員会」という）を設けており，
小委員会において，標準歩掛に関する具体的な検
討を行っている。
小委員会は，委員である政令指定都市，事務局
である下水道部・下水道協会などにより構成さ
れ，委員には多忙な通常業務の中，多大な協力を
いただいている。
小委員会における検討の結果，標準歩掛の新規
制定や改定が必要と判断された場合には，歩掛検
討委員会での審議を経て，最終的に下水道部から
各地方公共団体に対して改定内容等について参考
送付・情報提供している。

⑵　検討内容・方法
白本には，施工合理化調査の結果に基づき定め
られた労務，材料，機械などの規格や所要量など
が記載されており，設計積算の参考図書として，
下水道工事の積算担当者に広く活用されている。
施工合理化調査は，標準歩掛の新規制定や改定

の要望を受けた工種や，前回の調査や改定から一
定期間経過した工種などを対象に実施している。
標準歩掛の新規制定・改定に向けた具体的な作
業・検討内容は，以下のとおりである。
①　検討する標準歩掛を想定し，調査すべき労
務・材料・機械などに関する調査票を作成
②　作成した調査票は，施工合理化調査として，
下水道部から地方公共団体に記入依頼
③　施工合理化調査の結果を作業内容別などに集
計し，統計的解析を実施
④　解析結果とともに，現場の施工実態を勘案し
た上で，規格や所要量，適用範囲などを設定
前記の施工合理化調査以外にも，下水道機械・
電気設備工事においては，共通仮設費や現場管理
費等の実態を確認するための諸経費実態調査を実
施し，その調査結果をもとに諸経費の改定検討も
合わせて行っている。

3.　令和 6年度の主な改定内容

⑴　第 1巻 管路
第 1 巻 管路においては，以下の工種につい
て，前回の改定から一定期間経過したことから，
施工合理化調査を実施し標準歩掛を改定した。

図－ 1　設計積算基準の適正化に関する全体構造図
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①　管きょ工（小口径推進）
管きょ工（小口径推進）における坑口工は，推
進工事に伴い，立坑内への土砂等の流入を防止す
る止水器を発進部及び到達部に取り付ける作業で
ある。また，鏡切り工は発進部及び到達部の立坑
の側面に開口部を設けるため，土留めを切断する
作業である（写真－ 2，3）。
白本における坑口工の適用範囲（呼び径）は

250～ 700 mm，鏡切り工の適用範囲（呼び径）は
250 ～ 500 mmである。

令和 4年度に行った施工合理化調査の解析結果
と現行の施工歩掛を比較すると，適用範囲（呼び
径）の拡大が見受けられたため，施工歩掛の改定
を行った（図－ 2，3）。

②　管きょ更生工
管きょ更生工における注入口取付工は，製管完
了後，裏込注入を実施するため，施工スパン両端
部の既設管と更生管の隙間を粘土モルタルでシー
ルするとともに，裏込注入用のパイプ等を取り付

現　行
○坑口工歩掛表　� （１ 箇所当り）

種目 単位
呼び径（mm）

摘要
250 300 350 400 450 500 600 700

普通作業員 人 0.6 0.7 0.8 0.9 0.9 1.0 1.1 1.3

止水器 組 1

鋼材溶接工 m 2.4 2.7 2.9 3.2 3.5 3.7 4.0 4.6

鋼材切断工 m 4.8 5.4 5.8 6.4 7.0 7.4 8.0 9.2

トラッククレーン賃料 日 0.55 0.60 0.65 0.70 0.75 0.80 0.90 1.00

備考　小口径泥土圧の適用はφ250 ～φ500

⬇⬇
改　定

○坑口工歩掛表　� （１ 箇所当り）

種目 単位
呼び径（mm）

摘要
200 250 300 350 400 450 500 600 700

普通作業員 人 0.6 0.6 0.7 0.8 0.9 0.9 1.0 1.1 1.3

止水器 組 1

鋼材溶接工 m 2.4 2.4 2.7 2.9 3.2 3.5 3.7 4.0 4.6

鋼材切断工 m 4.8 4.8 5.4 5.8 6.4 7.0 7.4 8.0 9.2

トラッククレーン賃料 日 ー 0.55 0.60 0.65 0.70 0.75 0.80 0.90 1.00

クレーン装置付トラック運転費 日 0.55 ー ー ー ー ー ー ー ー

備考　小口径泥水の適用はφ250 ～φ700

図－ 2　坑口工の標準歩掛の改定

写真－ 2　坑口工の施工状況 写真－ 3　鏡切り工の施工状況
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ける作業である。また，本管口仕上工は裏込注入
完了後，本管口部の更生管をマンホール内壁面に
あわせて切断し，モルタルで仕上げを行う作業で
ある。加えて，仮設備設置・撤去工は，製管工に
必要となる更生管材のドラムや動力ユニット等を
地上に設置及び撤去する作業である（写真－ 4，
5）。
白本における注入口取付工，本管口仕上工，仮

設備設置・撤去工の適用範囲（既設管径）は共通
となっている。
令和 4年度に行った施工合理化調査の解析結果

と現行の施工歩掛を比較すると，作業熟度の向上
により小口径での作業効率が向上し，口径別の作
業効率の差異が明確になったため，口径別の歩掛
へ改定した（図－ 4～ 6）。
その他にも，仮製管工に使用する発動発電機の

規格や換気設備工に使用する発動発電機の燃料消
費量を改定した。

⑵　第 2巻 ポンプ場・処理場
第 2巻 ポンプ場・処理場については，以下の
工種について，前回の改定から一定期間経過した
ことから，施工合理化調査を実施し標準歩掛を改
定した。

①　散気設備
散気設備は，汚水処理を行う際に処理槽内に空
気を送る設備であり，適正な放流水質を確保する
ために重要な役割を果たしている。
白本においては，平成 30 年度，散気設備にメ
ンブレン式散気装置，高密度配置式散気装置等の
据付歩掛を新規策定した。
令和 2年度から令和 4年度までに行った施工合
理化調査の結果と現行歩掛を比較すると，各機器
の高度化や多様化により作業効率の低下が確認さ
れたことから，設置に係る労務を改定した（図－
7）。

改　定
○小口径泥土圧 鏡切り延長表� （１ 箇所当り）
呼び径（mm） 200 250 300 350 400 450 500 600 700

延長（m） 2 2.4 2.6 2.9 3.2 3.5 3.8 4.2 4.8

備考　本表は，小型立坑の切断延長である。

現　行
○小口径泥土圧 鏡切り延長表� （１ 箇所当り）
呼び径（mm） 250 300 350 400 450 500

延長（m） 2.4 2.6 2.9 3.2 3.5 3.8

備考　本表は，小型立坑の切断延長である。

⬇⬇

図－ 3　鏡切り工の標準歩掛の改定

写真－ 4　注入口取付工の施工状況 写真－ 5　本管口仕上工の施工状況
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現　行
○注入口取付工の編成人員� （１ 回当り）

既設管径
（mm）

編成人員（人）

土木一般世話役 普通作業員

250

0.09 0.27

300

350

400

450

500

600

700

改　定
○注入口取付工の編成人員� （１ 回当り）

既設管径
（mm）

編成人員（人）

土木一般世話役 普通作業員

250 0.05 0.15

300 0.05 0.16

350 0.06 0.18

400 0.06 0.19

450 0.07 0.21

500 0.08 0.23

600 0.10 0.30

700 0.14 0.43

➡➡

図－ 4　注入口取付工の編成人員の改定

改　定
○本管口仕上工の編成人員� （１ 箇所当り）

既設管径
（mm）

編成人員（人）

土木一般世話役 特殊作業員 普通作業員

250 0.06 0.12 0.12

300 0.06 0.13 0.13

350 0.07 0.13 0.13

400 0.07 0.14 0.14

450 0.08 0.17 0.17

500 0.09 0.18 0.18

600 0.11 0.22 0.22

700 0.14 0.29 0.29

現　行
○本管口仕上工の編成人員� （１ 箇所当り）

既設管径
（mm）

編成人員（人）

土木一般世話役 特殊作業員 普通作業員

250

0.13 0.25 0.25

300

350

400

450

500

600

700

➡➡

図－ 5　本管口仕上工の編成人員の改定

改　定
○ １日当り仮設備設置・撤去回数� （単位：回）
既設管径（mm） 250 300 350 400 450 500 600 700

設置 10 9 8 8 7 7 6 4

撤去 12 12 11 10 10 9 8 7

現　行
○ １日当り仮設備設置・撤去回数� （単位：回）

既設管径（mm） 800 mm未満

1日当り仮設備設置・撤去回数 設置　4回 撤去　5回

⬇⬇

図－ 6　仮設備設置・撤去回数の改定
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②　ITV装置
工業用テレビ（ITV カメラ）のシステムは，
監視カメラ，伝送装置（ネットワーク），監視制
御装置等により構成されている。従来はアナログ

方式が主流だったが，カメラ画質向上によるデー
タ量の増大をふまえ，高画質データを伝送できる
ネットワーク方式が主流となっている。また，
ITV監視操作卓と ITV制御装置の代わりに ITV
監視操作端子（パソコン）を使用し，パソコン上
で動作するブラウザ画面にてカメラ映像を表示し
ている。
令和 2年度から令和 4年度までに行った施工合
理化調査の結果と現行歩掛を比較すると，従来の
アナログ方式のカメラに加えてネットワーク方式
の施工例が増えてきたことから，従来のアナログ
方式の歩掛を改定及びネットワーク方式の歩掛を
追加した（図－ 8）。

⑶　第 3巻 設計委託
第 3巻 設計委託については，以下の業務につ
いて標準歩掛の新規制定の要望があったことか
ら，実態調査を実施し標準歩掛を新規に制定した。

図－ 7　散気装置据付歩掛の改定

現　行
○散気装置 据付工

機器等名称 据付工（人）

メンブレン式散気装置，
高密度配置式散気装置等

3.5 X'

Ｘ'：１ 槽当り必要空気量（m3/min）

改　定
○散気装置 据付工

機器等名称 据付工（人）

メンブレン式散気装置，
高密度配置式散気装置等

3.8 X'

Ｘ'：１ 槽当り必要空気量（m3/min）

⬇⬇

⬇⬇

現　行
○ ITV装置据付工

作業種別 細別規格 単位
据付

適用
技術者 電工

カメラ 台 0.40 1.20 ケース，制御器含む

映像モニタ 台 0.10 0.20

ケーブル補償増幅器 台 0.10 0.45

ITV 監視制御装置 式 1.20 2.20
モニタ，カメラ遠方操作器，画像切替
器，制御機器等を含む

備考 １　カメラは，屋内形，屋外形共通とする。
　　 ２　カメラは，ズームレンズ，カメラケース等を含むものとする。

改　定
○ ITV装置据付工

作業種別 細別規格 単位
据付

適用
技術者 電工

カメラ
アナログ伝送 台 0.90 1.09

照明，雲台，中継箱含む
ネットワーク伝送 台 0.91 1.77

カメラ監視制御装置
アナログ伝送 式 1.77 2.89 制御盤，映像データ変換装置，映像デ

ータ伝送装置，信号変換装置，画像切
替器，増幅器，操作制御装置等を含むネットワーク伝送 式 1.33 2.09

映像モニタ 台 0.64 1.28 モニタ（PC含む），操作部含む

備考 １　カメラは，屋内形，屋外形共通とする。
　　 ２　カメラは，ズームレンズ，カメラケース等を含むものとする。

図－ 8　ITV装置据付歩掛の改定
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①　雨天時浸入水対策方針策定業務
分流式下水道において，降雨時に
下水の流入が増加し，汚水管からの
溢水や宅内への逆流などが発生して
いる。このような状況に対処するた
め，令和 2年 1月に国土交通省より
「雨天時浸入水対策ガイドライン
（案）」が公表された。
令和 5年度に実態調査を実施し，
当該ガイドラインに則り，雨天時浸
入水対策方針を策定するための標準
歩掛を新規に策定した（図－ 9）。

詳細な改定内容については，下水
道部のホームページ（新旧対照表を
掲載）や，今後発刊される白本にお
いて確認していただきたい（https:// 
www.ml i t .go . jp/mizukokudo/
sewerage/mizukokudo_sewerage_
tk_000466.html）。

4.　おわりに

積算基準・標準歩掛は適正な予定価格を算出す
るための手段であることから，客観性・公平性・
経済性の観点などにおいて，現場の施工実態を反
映するとともに，建設業を取り巻く社会環境の変
化に的確に対応したものでなければならない。
そのためには，施工合理化調査や諸経費実態調
査などの調査票に高い精度で記入いただくことが
重要になってくることから，地方公共団体の皆さ
まにおかれましては，多忙な日常業務の中，引き
続き各種調査にご協力いただきたい。
また，設計積算を行う際には，現場状況と用い
る標準歩掛の適用条件・範囲などを十分確認の

上，適正な設計積算に努めていただきたい。
特に，改築工事の設計に当たっては，現場条件
に制約が多く新設工事と比較して標準歩掛に馴染
まない現場も多いことから，適用に当たっては事
前に調査や検討を行っていただきたい。また，施
工後に，当初設計時に想定していた現場状況に差
異が生じた際は，設計変更を行うなどして柔軟に
対応する必要がある。
下水道部としては，今後も地方公共団体と意見
交換や情報共有を図りながら，不調・不落の防止
や工事品質の確保などの観点を踏まえつつ，工事
費積算の適正化と積算業務の効率化に努めていき
たい。
最後に，施工合理化調査等に協力いただいた皆
さま，標準歩掛の改定に向け協力いただいた各種
委員の皆さまに感謝申し上げる。

〈出典：国土交通省　雨天時浸入水対策ガイドライン（案）（R2.1）〉

対象範囲

図－ 9　雨天時浸入水対策方針策定業務の標準歩掛対象範囲
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